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 新庁舎の実施設計が完成

 新庁舎の５つの基本方針

防 災 対 策

 建物の概要

 南側外観イメージ

　今年３月に完成した役場新庁舎の基本設計をもとに、建設工事を行うための詳細な図面など
を作成する「実施設計」が完成しましたので、概要についてお知らせします。
　今後は、実施設計に基づき建設工事に着手する予定です。引き続きご理解とご協力をお願い
いたします。

①経済的でスリムな庁舎　　②町民に親しまれる庁舎
③環境にやさしい景観と調和した庁舎

④防災の拠点となる安全・安心な庁舎　　⑤職員が働きやすい庁舎

・停電時の電源確保のため、３日間運転が可能な自家発電設備を設置します。
・耐震構造（一般建物の1.5倍）とし、大地震後でも安全で機能が確保される庁舎とします。
・大雨による浸水対策として、庁舎の床の高さを浸水想定高さ以上とします。さらに鉄筋コン
クリート造の腰壁や出入口への止水板設置などを計画します。

庁 舎 棟 エネルギー棟
施 設 用 途 町役場庁舎 機械室
延 床 面 積 2,744.43㎡ 159.60㎡
階 数 平屋建て 平屋建て
構 造 鉄骨造 鉄骨造
最 高 高 さ 7.6ｍ 5.2ｍ
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今後のスケジュール（予定）

環 境 計 画

　今年度より建設工事に着手し、令和2年度末に完成、令和3年6月から新庁舎での業務開始を
計画しています。また、現庁舎の解体工事を行い、公用車及び職員駐車場を整備する予定です。

・自然通風、自然換気を積極的に取り入れます。
・庁舎全体を高断熱化し、室内体積を小さくすることで、室内全体が快適な温度になるまでの
時間をなるべく短くし、冷暖房負荷を軽減します。
・高効率ＬＥＤ照明器具の採用、照度補正センサー・人感センサーの設置により電力消費量を
削減します。
・地下水を活用し、駐車場の無散水消雪を行います。

 省エネルギー化イメージ図

 南東側鳥瞰イメージ

令和元年度
12 月 ４月 ８月 ４月 12月８月12月

令和２年度 令和３年度

建設工事 ６月開庁

外構工事 解体工事
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・障がい者用駐車場、おもいやり駐車場は屋根付きとし、雨や雪にあたらず利用できるように
します。
・正面玄関前は屋根付き車寄せとすることで、雨や雪にあたらず送迎ができるようにします。
・庁舎へのアクセス道路について、将来的な道路整備との連携を図ります。

普段は会議室として、選挙期間中は期日前
投票所として利用します。

町産木材を利用した温かみのある議場とし
ます。

 配 置 計画

２  第一会議室イメージ図 １  議場イメージ図
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・平屋建てにより行政サービスに係る課を集約します。
・東西２つの玄関を設け、東ホール付近には利用頻度の多い町民課、健康福祉課、出納室を配
置します。また、議場は西ホールへ隣接させ、傍聴しやすい計画とします。
・誰もが利用しやすい庁舎とするため、庁舎内は全面段差をなくし、キッズコーナー・授乳
室・多目的トイレなどを設置します。
・個室相談室を設け来庁者のプライバシー保護に配慮します。

東側に大型の窓を設け、待合ロビーに自然
光を取り入れます。

※実施設計の概要は町ＨＰにも掲載していますのでご覧ください。

●—／総務課新庁舎建設推進室　☎25－5818

ロビー天井に町産木材を利用します。ハイ
カウンター、ローカウンターを適所に設け、
利用しやすい窓口とします。

庁 舎 棟 平 面 図

４  受付付近イメージ図 ３  南ロビーイメージ図

１

２

３ ４
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臂
曲
地
内
岩
石
採
取
計
画
不
認
可
処
分
を
め
ぐ
る

公
害
等
調
整
委
員
会
の

　
　
　
　
　
　
　
審
理
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
臂
曲
地
内
に
お
け
る
岩
石
採
取
計
画
を

巡
っ
て
は
、
秋
田
県
の
採
石
業
者
に
対
し

て
行
っ
た
「
遊
佐
町
の
健
全
な
水
循
環
を

保
全
す
る
た
め
の
条
例
」
に
定
め
る
規
制

対
象
事
業
に
該
当
す
る
と
認
定
し
た
処
分

の
取
消
し
を
求
め
て
、
町
を
被
告
と
し
山

形
地
方
裁
判
所
に
提
訴
さ
れ
た
裁
判
と
、

山
形
県
が
業
者
に
対
し
て
行
っ
た
岩
石
採

取
計
画
不
認
可
処
分
に
つ
い
て
公
害
等
調

整
委
員
会
に
取
消
し
を
求
め
て
不
服
裁
定

を
申
請
し
た
２
つ
で
争
い
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
業
者
が
公
調
委
に
対
し
て
、
県
を
相
手

に
不
服
の
裁
定
申
請
を
し
た
経
緯
は
次
の

と
お
り
で
す
。

▼
平
成
28
年
11
月
25
日
、
業
者
が
県
に
対

し
、
岩
石
採
取
計
画
の
認
可
申
請
。

▼
平
成
28
年
12
月
20
日
、
県
は
認
可
申
請

に
対
し
、
町
条
例
に
基
づ
く
規
制
対
象

事
業
に
該
当
し
な
い
旨
の
認
定
結
果
通

知
書
が
申
請
書
に
添
付
さ
れ
て
い
な
い

た
め
、
書
類
の
不
備
を
理
由
に
拒
否
処

分
。

▼
平
成
29
年
２
月
20
日
、
業
者
が
公
調
委

に
対
し
、
県
が
し
た
添
付
書
類
不
備
を

「
公
害
等
調
整
委
員
会
（
以
下
、
公
調

委
）」
と
は
、
総
務
省
の
外
局
と
し
て

設
置
さ
れ
て
い
る
行
政
委
員
会
で
、
鉱

業
、
採
石
業
、
砂
利
採
取
業
と
一
般
公

益
等
と
の
調
整
を
図
る
こ
と
（
土
地
利

用
調
整
制
度
）
な
ど
を
主
な
任
務
と
し

て
い
ま
す
。

理
由
と
す
る
拒
否
処
分
の
取
消
し
を
求

め
て
裁
定
申
請
。

▼
平
成
30
年
３
月
19
日
の
審
理
期
日
に
お

い
て
、
公
調
委
は
、
町
条
例
を
巡
っ
て

山
形
地
裁
で
争
っ
て
い
る
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
を
添
付
す
れ
ば
申
請
に
必
要

な
書
類
の
不
備
に
な
ら
な
い
と
の
見
解

を
示
す
。

▼
平
成
30
年
４
月
10
日
、
業
者
が
県
に
対

し
、
町
と
の
訴
訟
の
係
属
証
明
書
を
添

付
し
た
上
で
当
初
の
申
請
と
ほ
ぼ
同
じ

内
容
で
岩
石
採
取
計
画
の
認
可
申
請

▼
平
成
30
年
７
月
10
日
、
県
は
再
認
可
申

請
に
対
し
、
実
体
的
審
査
を
行
っ
た
上

で
不
認
可
処
分
。

①
　
鳥
海
山
山
麓
の
湧
水
減
少
や
水
質

悪
化
に
よ
り
、
湧
水
を
水
源
と
す
る

町
営
上
水
道
施
設
の
機
能
が
損
な
わ

れ
利
用
者
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
。

②
　
稲
作
等
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ
れ

が
あ
る
こ
と
。

③
　
土
砂
流
出
等
に
よ
り
林
道
の
安
全

管
理
や
通
行
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
が
あ
る
こ
と
。

④
　
胴
腹
滝
の
湧
水
を
活
用
し
て
事
業

を
行
っ
て
い
る
水
産
業
に
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

⑤
　
鳥
海
山
の
自
然
景
観
の
悪
化
等
に

よ
り
地
域
の
観
光
に
悪
影
響
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
。

▼
平
成
30
年
10
月
23
日
、
公
調
委
は
業
者

の
平
成
29
年
２
月
20
日
付
け
の
裁
定
申

請
を
却
下
。

▼
平
成
30
年
９
月
21
日
、
業
者
が
公
調
委

に
対
し
、
県
が
行
っ
た
７
月
10
日
付
け

の
臂
曲
地
内
岩
石
採
取
計
画
不
認
可
処

分
に
つ
い
て
、
取
消
し
を
求
め
て
公
調

委
に
新
た
に
不
服
裁
定
を
申
請
。

▼
平
成
31
年
３
月
25
日
に
１
回
目
の
審
理

が
行
わ
れ
、
こ
れ
ま
で
３
回
開
催
、
次

回
は
12
月
13
日
開
催
予
定
。

　
業
者
の
主
張
は
、
県
が
不
認
可
処
分
と

し
た
理
由
は
、
い
ず
れ
も
不
認
可
と
し
た

理
由
を
基
礎
づ
け
る
事
実
が
存
在
し
な
い

も
の
で
、
採
石
法
33
条
の
４
が
規
定
す
る

事
由
に
該
当
し
な
い
か
ら
不
認
可
処
分
を

取
り
消
せ
と
い
う
も
の
で
す
。
一
方
、
県

は
、
不
認
可
処
分
は
正
当
な
も
の
で
あ
り
、

裁
定
申
請
の
棄
却
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
本
町
と
し
ま
し
て
は
、
公
調
委
審
理
の

当
事
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
山
形
地
裁

に
お
け
る
町
条
例
の
行
政
処
分
取
消
等
訴

訟
同
様
、
県
に
対
し
て
健
全
な
水
循
環
の

保
全
の
必
要
性
を
訴
え
て
ま
い
り
ま
す
。

●
—
／
企
画
課
企
画
係
☎
72

－

４
５
２
３

公
調
委
の
審
理
に
至
っ
た
経
緯

双
方
の
主
張
と
町
の
対
応

【
県
が
不
認
可
と
し
た
理
由
】

上空から見た臂曲地内採石場（2018年8月撮影）
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〜
遊
佐
町
の
文
化
財
紹
介
〜

　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
い
て
は
、
ニ
シ
ン

と
タ
ラ
は
重
要
な
資
源
で
し
た
。
時
に

は
、
漁
場
や
交
易
を
巡
る
紛
争
が
戦

争
に
発
展
す
る
こ
と
さ
え
あ
り
ま
し

た
。
日
本
で
は
、
江
戸
時
代
の
後
期
に

は
蝦
夷
地
（
北
海
道
）
に
お
け
る
ニ
シ

ン
漁
が
確
立
し
、
無
尽
蔵
に
と
れ
た
ニ

シ
ン
は
、
食
料
よ
り
も
む
し
ろ
綿
花
な

ど
農
作
物
の
肥
料
に
使
用
さ
れ
、
日
本

の
近
代
化
に
大
き
な
貢
献
を
す
る
と
も

に
、多
く
の
鰊

に
し
ん

大だ
い
じ
ん尽
を
生
み
、各
地
に
「
鰊

御
殿
」
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
本
町
青

塚
出
身
で
、
後し

り
べ
し志
国

高
島
郡
祝し

ゅ
く
つ津

（
現
小

樽
市
）
に
渡
り
、
大

成
功
を
収
め
た
青
山

家
と
茨
木
家
は
、
白

鳥
家
と
並
ん
で
祝
津

の
「
御
三
家
」
と
い

わ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
３
月
に
購
入

し
た
「
北
海
道
鰊
大

漁
概
況
之
図
」
の
原

本
を
旧
青
山
本
邸
で

展
示
し
て
い
ま
す
。

海
上
で
の
ニ
シ
ン
漁

か
ら
陸
揚
げ
、
農
業

用
肥
料
で
あ
る
〆
粕

に
加
工
、
米
の
よ
う

に
俵
詰
め
さ
れ
、
沖

合
の
大
型
蒸
気
船
に

積
み
込
ま
れ
る
ま
で

が
細
密
に
描
か
れ
、

繁
栄
を
極
め
た
北
海

道
の
ニ
シ
ン
場
の
活

気
あ
ふ
れ
る
様
を
見

て
と
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

●
—
／
教
育
課
文
化
係
☎
72

－

５
８
９
２

遊
佐
町
の
文
化
財
　
そ
の
59

古
代
の
息
づ
か
い
を
現
代
へ

北
海
道
鰊
大
漁
概
況
之
図

十
枚
組
多
色
刷
り
版
画

明
治
22
年
（
１
８
８
９
）

　
鳥
海
山
の
紅
葉
が
深
ま
る
頃
、
遊
佐

町
の
月
光
川
、
牛
渡
川
、
滝
淵
川
、
に

か
ほ
市
の
川
袋
川
な
ど
山
麓
の
河
川
で

は
サ
ケ
漁
が
始
ま
り
ま
す
。
サ
ケ
漁
と

い
っ
て
も
河
川
で
行
わ
れ
て
い
る
の
は
、

遡
上
す
る
サ
ケ
を
捕
獲
し
て
採
卵
・
ふ

化
・
放
流
す
る
「
ふ
化
放
流
事
業
」
が

主
な
目
的
で
す
。
こ
れ
は
、
海
洋
資
源

の
持
続
性
を
維
持
す
る
た
め
に
明
治
時

代
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
鳥
海
山
麓
の
河
川
に
遡
上
す
る
の
は

シ
ロ
ザ
ケ
で
す
。
ふ
化
場
で
育
て
ら
れ

た
サ
ケ
の
稚
魚
は
海
の
水
温
が
温
か
く

な
っ
た
３
月
に
放
流
さ
れ
ま
す
。
海
に

出
た
稚
魚
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
、
北
大
西

洋
、
べ
ー
リ
ン
グ
海
、
ア
ラ
ス
カ
湾
な

ど
の
北
洋
で
過
ご
し
、
お
よ
そ
４
年
後

に
生
ま
れ
た
河
川
に
帰
っ
て
き
ま
す
。

約
１
万
キ

ロ
に
も
お

よ
ぶ
長
旅

で
す
。

　
サ
ケ
が

生
ま
れ
た

川
に
帰
っ

て
く
る
確

率
は
３
％
前
後
で
す
が
、
近
年
は
全
国

的
に
回
帰
率
が
下
が
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
理
由
の
ひ
と
つ
に
温
暖
化
に
よ
る
海

水
面
温
度
の
上
昇
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま

す
。
気
象
庁
に
よ
る
と
２
０
１
６
年
ま

で
の
約
１
０
０
年
間
に
わ
た
る
日
本
近

海
の
平
均
海
水
面
水
温
は
１
・
09
度
上

昇
し
て
い
ま
す
。
と
く
に
日
本
海
海
域

で
は
約
１
・
７
度
上
昇
し
、
こ
れ
は
世

界
平
均
の
０
・
53
度
を
大
き
く
上
回
り

ま
す
。
海
水
温
の
上
昇
は
サ
ケ
を
は
じ

め
と
す
る
魚
類
の
生
息
域
や
回
遊
ル
ー

ト
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。
サ
ケ
の
回

帰
率
低
下
に
は
海
洋
環
境
の
変
化
に
加

え
複
合
的
な
要
因
が
考
え
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
ま
だ
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
鳥
海
山
麓
の
清
流
は
サ
ケ
を
通
じ
て

大
海
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
身
近
な

川
や
そ
こ
に
棲
む
生
き
も
の
は
、
地
球

の
未
来
を
考
え
る
手
が
か
り
に
な
り
ま

す
ね
。

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
　
リ
レ
ー
コ
ラ
ム

《
第
59
回
》

清
流
の
サ
ケ
と
海
洋
環
境

「
日
本
海
と
大
地
が
つ
く
る
水
と
命
の
循
環
」遊佐町「鮭のつかみどり大会」

北海道鰊大漁概況之図

鳥海山・飛島ジオパーク
推進協議会
主任研究員
岸本　誠司 氏

旧
青
山
本
邸
に
て

「
青
山
家
と
鯡に

し
ん

」展
開
催
中

版
画
の
原
本
展
示
は
令
和
２
年

1
月
26
日
㈰
ま
で
の
予
定

※
休
館
日

：

月
曜
日
（
祝
祭
日
に
当

た
る
場
合
は
翌
日
）

　
お
よ
び
12
月
29
日
〜
1
月
3
日
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Tow
n Report

タ
ウ
ン
・
リ
ポ
ー
ト

まちの
話題

　
10
月
５
日
㈯
、
遊
佐
小
学
校
体
育
館
で

遊
佐
地
区
避
難
所
開
設
組
織
研
修
が
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
午
前
４
時
30

分
に
震
度
６
強
の
地
震
が
町
を
襲
っ
た
と

す
る
想
定
で
、
避
難
所
と
な
る
小
学
校
体

育
館
の
鍵
開
け
か
ら
防
災
倉
庫
か
ら
の
資

機
材
の
搬
入
、
避
難
者
の
受
付
や
避
難
ス

ペ
ー
ス
の
設
営
、
炊
き
出
し
な
ど
、
実
践

的
な
内
容
の
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
消
防
団
の
協
力
の
下
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
活

用
し
た
人
命
救
助
や
消
火
栓
の
使
い
方
に

つ
い
て
の
研
修
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　日本に鉄道を敷設するに際し、初代鉄道の助と

して尽力した佐藤政養先生を顕彰する佐藤政養祭

が、10月14日（月・祝）に吹浦駅前で行われました。

政養先生は遊佐町升川出身の偉人で、勝海舟の下

で学問を学び、多くの業績を残しています。この

日は政養先生のご遺族、親族を初め多くの方が参

列。政養祭の後には、参列した吹浦・高瀬小学生

を対象とした講話も行われました。

　９月28日㈯、秋田県にかほ市ホテルエクセル

キクスイにおいて「日沿道山形・秋田県境区間

建設促進大会」が開催され、一般参加や由利本

荘、庄内地域の関係者等が参加しました。大会

では、トラベルデザイン㈱代表取締役社長　須

崎裕氏による基調講演のほか、観光・物流経済

の発展や防災面における重要性と早期完成の要

望等を記した大会決議を採択しました。

　
今
回
の
防
災
訓
練
に
は
区
長
会
や
近
隣

住
民
を
は
じ
め
と
し
た
約
１
０
０
名
が
参

加
。
避
難
所
開
設
の
際
の
班
分
け
に
よ
る

役
割
分
担
や
、
避
難
者
の
心
が
け
な
ど
も

指
導
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
訓
練
が
行
わ
れ

る
の
は
昨
年
に
引
き
続
き
今
年
で
２
回
目
。

地
震
な
ど
の
災
害
は「
忘
れ
た
頃
に
来
る
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
起
こ
る
か
わ

か
り
ま
せ
ん
。
い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に

も
、
継
続
し
て
訓
練
を
行
い
、
常
に
自
主

防
災
の
意
識
を
維
持
し
て
い
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

遊佐町四大祭の一つ
　佐藤政養祭が行われました

日沿道山形・秋田県境区間
建設促進大会が開催されました

住
民
主
体
、
実
践
形
式
で
防
災
訓
練

　
令
和
元
年
度
　
遊
佐
地
区
避
難
所
開
設
組
織
研
修

吹浦駅前に建つ政養像の前で偉業を称えました

AEDによる救命活動は時間との戦いになります

実践形式で避難所の開設を行いました

「地域の要望を受け止め、開通に向け力を尽くす」
と語る国土交通副大臣　御法川氏
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Photo
Topics

10
月
３
日
㈭
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で

フ
�
ル
カ
シ
�
・
ガ
ー
ボ
ル
ピ
ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ガ
ー
ボ
ル

氏
は
２
０
１
２
年
ハ
ン
ガ
リ
ー
の
最
高
音

楽
家
賞
で
あ
る
フ
ラ
ン
ツ
・
リ
ス
ト
賞
を

受
賞
し
、
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
入
賞
す

る
ア
ー
テ
�
ス
ト
。
ヨ
ー
ロ
�
パ
を
中
心

に
盛
ん
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
日

本
で
も
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は

ガ
ー
ボ
ル
氏
の
演
奏
を
聴
こ
う
と
、
３
４

２
名
の
方
が
来
場
。
シ
�
パ
ン
の
「
幻
想

即
興
曲
」
や
リ
ス
ト
の
「
ラ
・
カ
ン
パ
ネ

ラ
」
等
10
曲
を
披
露
さ
れ
、
会
場
は
美
し

い
旋
律
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

10
月
６
日
㈰
、
遊
佐
中
央
公
園
で
「
で

こ
ワ
ン
で
こ
ニ
�
ン
ま
つ
り
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
公
認
訓
練
士
の
原

田
先
生
に
よ
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ド
�
グ
に

よ
る
実
演
や
犬
の
飼
い
方
相
談
会
の
他
、

庄
内
ア
ニ
マ
ル
倶
楽
部
に
よ
る
「
い
ぬ
ね

こ
里
親
会
」
や
庄
内
保
健
所
に
よ
る
出
張

譲
渡
前
講
習
会
等
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
猫
の
フ
�
イ
ス
ペ
イ
ン
ト
や
ア
ニ
マ

ル
く
ら
ふ
と
市
、
○
×
ク
イ
ズ
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
も
併
催
。
ワ
ン
ち
�
ん

ニ
�
ン
ち
�
ん
尽
く
し
で
、
ペ
�
ト
た
ち

の
幸
せ
な
生
活
を
学
べ
る
素
敵
な
一
日
と

な
り
ま
し
た
。

フォト
　トピックス

日
本
・
ハ
ン
ガ
リ
�
外
交
関
係
開
設
150
周
年
　
遊
佐
町
合
併
65
周
年
記
念

フ
�
ル
カ
シ
�
・
ガ
�
ボ
ル
　
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

ペ
�
ト
た
ち
と
も
�
とO

良
いø

関
係
を

で
こ
ワ
ン
で
こ
ニ
�
ン
ま
つ
り

世界で活躍するガーボル氏の演奏が披露されました

原田先生による見事な実演に拍手喝采！

書に想いを乗せて

国替え阻止の立役者を偲ぶ

越冬をお手伝い

　９月14日㈯からあぽん西浜で高橋絹翠先生
書道作品展が開催されています。髙橋先生は書
道（美文字）研究会・遊佐町芸術文化協会で活
躍。11月10日㈰まで17点の作品が展示されてい
ますので、ぜひご覧になってみてはいかがでしょ
うか。

　10月２日㈬、大物忌神社蕨岡口ノ宮で荘照居
成祭が行われました。神事では三方領地替えの
撤回に尽力した矢

や べ

部駿
す る が の

河守
かみ

定
さ だ の り

謙の遺徳を称え、
当時を物語った琵琶のひき語りも行われました。

　10月14日（月・祝）、大平山荘で神鹿角切祭
が開催されました。今年は少年議員の髙橋菜穂
さん、鈴木香乃子さんらが鹿の角切に挑戦。切
られた角は、縁起物として抽選会でプレゼント
されました。
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ホット
ライン

読者の広場

まちかど
Town Voice

ホット
ライン

読者の広場

まちかど
Town Voice

　
９
月
29
日
㈰
、
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
周
辺
で
第
８
回
ゆ
ざ
商
工

フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
会
場
に

は
今
年
も
働
く
車
が
大
集
合
！
今
年
は

27
の
企
業
が
ブ
ー
ス
や
屋
台
、
体
験
コ

ー
ナ
ー
な
ど
を
出
店
。
イ
ベ
ン
ト
も
ま

す
ま
す
充
実
し
、
も
の
づ
く
り
体
験
や

　
９
月
29
日
㈰
、
町
立
図
書
館
で
「
鈴

木
ま
も
る
絵
本
ラ
イ
ブ
in
遊
佐
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ
ス
ト
と
し
て
お
呼

び
し
た
鈴
木
ま
も
る
先
生
は
絵
本
作
家

で
あ
り
、
鳥
の
巣
研
究
の
第
一
人
者
。

こ
の
日
は
絵
本
の
作
り
方
か
ら
鳥
の
巣

の
作
り
方
（
？
）
ま
で
、
即
興
で
描
く

イ
ラ
ス
ト
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
仮
組
さ
れ
た
絵
本
や

貴
重
な
鳥
の
巣
を
見
せ
て
も
ら
い
、
参

加
し
た
子
ど
も
た
ち
は
興
味
津
々
。「
ど

う
し
て
そ
ん
な
に
絵
が
上
手
な
の
？
」

「
絵
本
が
で
き
る
ま
で
ど
の
く
ら
い
か

か
る
の
？
」
と
、
た
く
さ
ん
の
質
問
が

投
げ
か
け
ら
れ
ま
し
た
。「
鳥
の
巣
が

わ
か
れ
ば
世
界
が
わ
か
る
」
と
い
う
鈴

木
先
生
。こ
の
絵
本
ラ
イ
ブ
を
通
し
て
、

君
も
世
界
が
わ
か
っ
た
か
な
？

　
10
月
13
日
㈰
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

で
映
画
「
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で
よ
か

っ
た
～
」
の
自
主
上
映
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。「
ケ
ア
ニ
ン
」
は
、
小
規
模
介

護
施
設
に
勤
め
る
新
人
の
介
護
福
祉
士

が
、
試
行
錯
誤
し
な
が
ら
認
知
症
の
利

用
者
と
絆
を
深
め
て
い
く
ス
ト
ー
リ
ー
。

実
際
の
介
護
現
場
の
活
き
た
言
葉
で
構

成
さ
れ
、
ま
る
で
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン

で
あ
る
か
の
よ
う
な
仕
上
が
り
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
高
校
生
活
を
卒
業
す
れ
ば
、
い
よ
い

よ
人
生
の
岐
路
。
こ
の
経
験
を
活
か
し
、

将
来
社
会
に
出
て
か
ら
も
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

働
く
車
が
大
集
合
！

第
８
回
ゆ
ざ
商
工
フ
ェ
ア

貴
重
な
体
験
を
糧
に
さ
ら
な
る
成
長
を

デ
ュ
ア
ル
実
践
成
果
発
表
会

絵
本
作
家
で
鳥
の
巣
博
士
？

鈴
木
ま
も
る
絵
本
ラ
イ
ブ
in
遊
佐

介
護
の
イ
メ
ー
ジ
を
変
え
る

映
画
「
ケ
ア
ニ
ン
～
あ
な
た
で

　
　
　
よ
か
っ
た
～
」
上
映
会

白バイに乗って敬礼！

貴重な鳥の巣を手にお話する
先生に、子どもたちも興味津 ！々

ポスターセッション形式で
成果発表が行われました

迫真のストーリーに、来場された皆さんも
真剣な眼差しで見入りました。

抽
選
会
の
他
、
野
外
で
は
さ
ん
ま
の
振

舞
、
Ｔ
ボ
ー
ル
も
行
わ
れ
、
会
場
は
大

勢
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　
９
月
30
日
㈪
、
遊
佐
高
等
学
校
体
育

館
で
デ
ュ
ア
ル
実
践
の
成
果
発
表
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
デ
ュ
ア
ル
実
践
と
は
、

地
元
の
事
業
所
の
協
力
の
下
、
長
期
の

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
行
う
取
り
組
み
。

こ
の
日
は
参
加
し
た
生
徒
20
名
が
、
生

徒
や
来
賓
、
お
世
話
に
な
っ
た
事
業
所

に
向
け
て
ポ
ス
タ
ー
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
形

式
で
成
果
の
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
発

表
で
は
、
心
が
け
た
こ
と
や
大
変
だ
っ

た
こ
と
、
学
ん
だ
こ
と
、
そ
し
て
今
後

の
進
路
に
向
け
て
な
ど
、
デ
ュ
ア
ル
実

践
に
取
り
組
ん
で
で
き
た
貴
重
な
体
験

と
、
そ
れ
に
よ
り
得
ら
れ
た
も
の
に
つ

い
て
立
派
に
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
大
変
な
仕
事
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
の
強

い
介
護
職
。「
ケ
ア
ニ
ン
」
に
は
そ
の

や
り
が
い
や
魅
力
が
詰
ま
っ
て
い
て
、

改
め
て
介
護
と
は
何
か
を
考
え
る
事
が

で
き
た
、
心
が
や
さ
し
く
な
っ
た
と
い

う
感
想
が
多
数
聞
か
れ
ま
し
た
。
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集落支援員だより
　９月21日に東京都有楽町のふるさと回帰支援センターで「ゆざを楽しむ愉快
な仲間達vol.7」が開催されました。毎回、遊佐町に移住してきた方をゲストに
迎えて移住したきっかけや遊佐町での暮らしなどをお伝えしています。今回は
ハーブ農家さんをゲストに畑の開墾や空き家のリフォーム、集落の方々に協力し
てもらいながら生活している話などをしてもらいました。参加者は８組18名で空
き家物件や町の観光情報など色 な々相談に対応してきました。遊佐町に移住を
考えている方のために引き続き空き家バンク物件の発掘を頑張りたいと思います。
集落支援員　渋谷一行、佐藤正子
☎72－3981　FAX28－8455（集落支援員事務所：Aコープゆざ店２階）

遊佐町暮らしセミナーin東京に18名が参加

Yuza Town Hotline

■一言／
　仕事の異動で平成27年に遊佐に移住し、

今年で４年目に突入しました。きらやか銀行

に平成22年に就職し、県内外を転 と々異動し

て遊佐支店で４店舗目になります。営業を担

当しているのでこの４年でだいぶ顔も広くなり、

町に出れば誰かしら知り合いと顔を合わせる

ようになりました。単身赴任で来ていることも

あり、あぽん西浜にはよくお世話になってい

ます。

　町に来た頃は鳥海山がすぐそこにあること

に感動しました。吹浦の方々からお誘いいた

だき、一緒に登山に参加させていただきまし

た。その時は鳥海湖までしか登らなかったの

で、一度は山頂まで登ってみたいですね！

■町への要望／
　仕事帰りにごはんを食べられるようなお

店が無いので、半田屋が欲しいです。仙台

の学生なら必ず行く定食屋ですので、ぜひ

お願いします。

4　年

・

齋藤　功一さん（駅前一区）
Kouichi Saitou
昭和62年生まれ

移住者の話にみんな興味津々でした

10
月
８
日
㈫
、
龍
頭
寺
で
仁
王
様
の

遷
座
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
現
在
龍

頭
寺
に
置
か
れ
る
仁
王
様
は
、
蕨
岡
口

の
宮
随
神
門
（
旧
仁
王
門
）
に
祀
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
神
仏
分
離
令
に
よ
り

明
治
６
年
に
本
堂
玄
関
に
移
さ
れ
ま
し

た
。
子
ど
も
の
成
長
を
願
う
股
く
ぐ
り

龍
頭
寺
仁
王
尊
像
遷
座
法
要股をくぐると「はしか」が軽く済むと

いう言い伝えのある仁王様

の
風
習
の
あ
る
仁
王
様
で
す
が
、
本
堂

玄
関
の
一
部
改
修
工
事
を
行
う
に
あ
た

り
、
一
時
的
に
本
堂
内
に
お
引
越
し
。

本
堂
に
安
置
さ
れ
た
仁
王
様
を
調
査
し

た
所
、
首
に
残
る
墨
書
に
よ
り
寛
政
４

年
（
１
７
９
２
）
に
造
立
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。
工
事
の
着
工
は
11

月
15
日
以
降
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
龍
頭
寺
で
は
、
11
月
９
日
㈯
午
後

１
時
か
ら
10
日
㈰
正
午
ま
で
、
本
堂

内
に
安
置
さ
れ
た
仁
王
様
の
足
の
裏

に
触
れ
ら
れ
る
特
別
参
拝
を
催
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
日
程
以
外
で
も
ご

希
望
が
あ
れ
ば
で
き
る
だ
け
対
応
し

ま
す
の
で
、
龍
頭
寺
ま
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

●
—
／
龍
頭
寺
　
☎
72

－

２
５
５
３

まちかどスナップ

色鮮やかに四季を飾る
旧青山本邸　椿の会作品展
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町民の４人に１人は国民健康保険（国保）
　平成30年度末において、被保険者数は3,273人で、前年度から143人減少しました。遊佐町の人口に占
める加入割合は24.3％です。

進んでいます、高齢化
　一般に、年代が高くなれば医療費がかかる上、収入も年金が主となるため少なくなる傾向があります。
このため、被保険者の高齢化が進むと、どうしても国保の財政が厳しくなっていきます。

平成30年度の会計は？
　国保税の収入が見込み額を上回ったことなどにより、約2,232万円の黒字となりました。歳出のうち、
医療費が10億3,414万円で、58％を占めています。

国保会計の貯金（基金）の状況は？
　平成23～26年度にかけて、国保会計の不足分を補うため、一般会計から2億8,700万円を法定外繰入（法
に基づかない繰入）しました。平成30年度は基金などを財源として繰り入れた分を一般会計に全額戻
したことから、基金の残高が大きく減少しました。
　令和元年度も、国保税などの不足額を補うため基金を取り崩す予定で、このままの状況が続けば基
金が底をつく心配があります。基金がなくなり、かつ財源が不足する場合は、県から不足分を借りる
ことができますが、その分を翌々年度に返さなければなりません。

皆さまのために、国保のために、ご協力をお願いします
●特定健診・がん検診を受けましょう

　年１回は健診を受診し、病気の早期発見や生活習慣病の予防に努めましょう。今年度未受診の方も、
まだ間に合いますので、ぜひお申込みください。

●家計にやさしいジェネリック医薬品を活用しましょう
　ジェネリック医薬品（後発医薬品）は先発医薬品と同等の効果を持つ医薬品です。開発コストが
かからないことから価格が安くなっています。

●お薬手帳を使いましょう
　お薬手帳は保険薬局で無料で作ってもらうことができます。薬局で薬を調剤してもらう際、お薬
手帳を持参すると薬代が安くなることがあります。

●—／健康福祉課国民健康保険係　☎72−5875
　　　特定健診・がん検診について　健康福祉課健康支援係　☎72−4111

被保険者数
被保険者の内訳

0～64歳 65～74歳
平成25年度 3,912人 2,420人 1,492人
平成30年度 3,273人 1,564人 1,709人

平成29年度 平成30年度 令和元年度（予定）

基金の年度末残高 3億1,706万円 1億5,036万円 1億479万円

遊佐町国民健康保険についてのお知らせ

歳入
17億9,362万円

県支出金
10億5,053万円

59％

保険給付費
（医療費）
10億3,414万円

58％

国民健康保険
事業費納付金
（県に納付）
3億6,634万円
21％

諸支出金
3億641万円
17％

その他
6,441万円
4％

国保税
3億2,041万円
18％

繰入金
2億8,697万円
16％

その他
1億3,571万円

7％

歳出
17億7,130万円
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　庄内砂丘の植林に尽力した佐藤藤蔵を称える「藤
蔵祭」を開催します。入場無料で、どなたでも参加
できます。
●日時／11月10日㈰午前10時～
●場所／藤崎小学校
●内容／神事、藤崎小学校児童による発表・劇
●—／企画課企画係　☎72−4523

遊佐町四大祭のひとつ 藤蔵祭

　庄内地域には、「あつみ（鶴岡市温海地区）」「庄
内みかわ（三川町）」「月山（鶴岡市朝日地区）」「し
ょうない（庄内町）」「鳥海（遊佐町）」の、５つの
道の駅があります。
　今回、「道の駅」の魅力をもっと知ってもらうと
ともに、地元の方々への日頃の感謝を込め、おいし
い料理を提供する連携イベントを開催します。
 各駅とも、数量限定で無くなり次第終了。来場は
お早めに！

◆ ワンコインふるまい内容 ◆
●11月16日㈯   

道の駅「あつみ」10時～えび汁（限定200食）
道の駅「庄内みかわ」11時～庄内産もち米の
「つゆ餅」「あん餅」（限定各150食）

●11月17日㈰
道の駅「月山」10時～なめこ汁（限定200食）
道の駅「しょうない」11時～山ぶどうジュー
ス（限定150杯）
道の駅「鳥海」 11時～豚汁（限定300食）

●—／「庄内道の駅連携協議会」
　　　　事務局：遊佐町地域生活課管理係
　　　　☎72−5883

庄内地域「道の駅」秋の大感謝祭
庄内地域の５つの「道の駅」、

それぞれ自慢の味をワンコインでご提供！

　町内の美味しい食材が大集合し生産者から直接お
話を聞きながら、農水産加工品の買い物や試食がで
きます。皆さんの声が遊佐町の特産品をつくりま
す！今年度は、新たにスタンプラリーを実施します。
たくさんのご来場、お待ちしております。
●日時／12月１日㈰午前11時～午後２時
●場所／パレス舞鶴
●内容／①町内特産品の試食と販売
　　　　②食のイベント目白押し
　　　　　★メジカの鮨振舞い・あわび振舞い
　　　　　★サクラマス養殖事業の紹介と振舞い
　　　　　　（マルハニチロ）
　　　　　★マンガリッツァ豚取り組みの紹介

③スタンプラリー（３店舗以上の商品又は
フード購入により景品プレゼント）

●—／遊佐ブランド推進協議会
　　　☎・FAX72−3966
　　　E-mail：info@yuza-brand.jp

遊佐町フードフェスタ2019

新春広報ゆざ　川柳コンテスト
　広報ゆざでは、今年も新春川柳コンテストを開
催します。来年は子（ねずみ）年。子年は子宝に
恵まれる年とされ、「子孫繁栄」を意味するとさ
れています。また、2020年は東京オリンピックが
開催される年でもあります。そこで、今年のテー
マは「生」「栄」。新年にふさわしい５・７・５を
募集します。
●テーマ／「生」「栄」
　作品に「生」「栄」という文字や、連想させる
もの（例：ライフ、活躍、初孫、など）を必ず入
れてください。
●応募規定／

○遊佐町に住所を有する方、または町内の事業
所で働いている方であること。

○本人創作で未発表のものであること。
○投稿は１人２句までとします。

●応募方法／住所・氏名・年齢・電話番号を必ず
明記の上、下記までハガキ、メール、ＦＡＸの
いずれかでご応募ください。

応募先：〒999−8301　遊佐字舞鶴211
　　　　遊佐町役場企画課企画係
E-mail：koho@town.yuza.lg.jp　FAX72−3315
※広報ホットラインのハガキでのご投稿も可能

です。
※お題を無視したものや、住所・氏名・年齢・

電話番号が明記されていないものは無効とな
りますのでご注意ください。

※ペンネームも使用できますが、必ず本名もご
記入ください。

●応募締切／11月29日㈮必着
●表彰／最優秀賞　１点　優秀賞　３点
　　　　特別賞　１点　

副賞：図書カードと各川柳の内容に合わ
せた「面白いもの」

●発表／広報ゆざ令和２年正月号
　　　　（12月27日㈮発行予定）
●—／企画課企画係　☎72−4523
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